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⽴教⼤学 名誉教授 ⿃飼 玖美⼦

今⽇は、2020年から始まる「⼤学⼊学共通テストへの英語⺠間試験の導⼊」について、ど
ういう制度なのか、何が問題なのかを説明します。

 「⼤学⼊学共通テスト」というのは、これまで⾏われてきた「⼤学⼊試センター試験」い
わゆる「センター⼊試」を廃⽌した後に始まる、新しい「共通テスト」です。
 国⽴⼤学を目指すなら必ず受験しなければなりませんし、私⽴⼤学も多く参加していて、
毎年５０万⼈以上が受験します。
 その「共通テスト」の英語科目では、⼤学⼊試センターの試験に加えて、⺠間事業者によ
る試験も受けなければなりません。⾼校２年⽣は、７種類ある⺠間試験のどれかを選んで申
し込みをします。⾼校３年⽣になってからの４⽉から１２⽉までの間に⼆回受けられること
になっていて、そのスコアが⺠間試験事業者から、⼤学⼊試センターの「⼤学⼊試英語成績
提供システム」に送られ、それが、⼤学に送られることになります。
 ⺠間試験のスコアをどのように活⽤するかは⼤学が決めるので、国⽴⼤学でも「出願要件
にする」とか「合否判定には使わない」、もしくは「⺠間試験のスコアを加点する」などマ
チマチです。活⽤を決めかねている⼤学もありますし、肝⼼の⺠間試験で未だに⽇程や会場
を公表していない事業者も複数あるので、⾼校現場は混乱しています。

 英語に⺠間試験を導⼊することになったのは、「読む・聞く・書く・話すの４技能」を測
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定することが理由です。これまでのセンター⼊試は「読む・聞く」の「２つの技能」なの
で、「話す⼒」「書く⼒」も測るのに⺠間試験を使うとなりました。２０２０年から３年間
は、⼤学⼊試センターが作る英語試験と⺠間試験の⼆本⽴てで、２０２４年度以降は⺠間試
験だけにするかどうか決まっていません。
 初の共通テストは２０２１年１⽉実施ですが、英語⺠間試験は２０２０年のうちに受けな
ければなりません。
 英語⺠間試験はすでに多くの⼤学で活⽤されていますが、共通テストとして５０万⼈以上
が受けるとなれば、規模や運営が全く違ってきます。ところが、そのような認識がなかった
のか、制度設計に構造的な⽋陥があります。具体的に7点ほど挙げてみます。

 まず、⼤学⼊試センターの「共通テスト」でありながら、⺠間の英語試験だけは、実施す
る事業者の運営に任せています。そして⼊試センターの英語試験と違って、⺠間試験は学習
指導要領にもとづいた出題ではありませんし、出題内容を公表しません。
 次に、認定された⺠間試験は７種類あって、それぞれ目的や試験の内容、難易度、試験⽅
法、受検料、実施回数などが違います。
 ３番目の問題は、「格差」です。
 これまでは、⼤学⼊試センターに検定料を払って、志望⼤学に受験料を払うだけでした
が、今後は、別に⺠間試験の受検料が必要です。受検料は事業者によって違い、⼀回
６０００円くらいから２万数千円かかります。
 ⾼校⽣は誰もが、最低でも２回、できたら何度も受けて練習したいと考えるでしょうが、
保護者の経済的負担は⼤きくなります。結果として裕福な家庭では何度も⺠間試験を受けさ
せ、対策講座に通わせてスコアをあげることが可能になり、余裕のない家庭の受験⽣との経
済格差が⼤きくなります。
経済的に苦しい家庭なので、国⽴⼤学を希望していたけれど、英語⺠間試験の出費を考える
と⼤学進学を諦めるしかない、という⾼校⽣もいます。

 また、全国に試験会場がまんべんなく⽤意されるわけではないので、地域によっては遠⽅
まで出かけて受検しなければなりません。交通費や宿泊費がかかって、地域格差が受験⽣を
直撃します。
 加えて、障害のある受検⽣に対して、これまでのセンター⼊試のようなキメ細かい配慮が
⺠間試験では準備されていません。「障害者差別解消法」違反の疑いも指摘されています。
 ４番目の問題は、「採点の公正性」です。５０万⼈もの解答を短期間に、誰がどう採点す
るのか。スピーキング・テストの採点は海外で⾏う、でも場所は「アジアを含めた世界のど
こか」、としか明らかにしていない事業者もあります。どのような資格を持った⼈が採点す
るのかを公表していない⺠間試験もあるので、公正性や透明性が問題となっています。
 ５番目の課題は、「出題や採点のミス、機器トラブル」です。
複数の⺠間試験がパソコンやタブレットを使う予定ですので、機器トラブルや、⾳声データ
を聞いても誰の声か分からない、雑⾳が⼊っていて採点できない、などの事故が⼀定の割合
で発⽣することは避けられません。
 ⼤学⼊試では、何重にもチェックしますが、それでも出題や採点のミスやトラブルが発⽣
することがあります。その都度、⼤学は対応策を公表します。
ところが、⺠間試験でそのような事態が起きても公表するかどうか分かりません。⽂科省の
⾒解は、「⺠間事業者等の採点ミスについて、⼤学⼊試センターや⼤学が責任を負うことは
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基本的には想定されません」というものです。
出題や採点、危機管理で、⼤学⼊試センターほどの厳密な運営を実現するのは経費も⼿間も
並⼤抵ではありません。⺠間事業者に⼀任で良いのでしょうか。
 ６番目の問題は、「利益相反」の疑いです。
⺠間試験の中には、問題集などの対策本を販売している事業者があります。担当部署が違っ
たとしても、同じ事業者が、共通テストの⼀環である英語試験を実施しながら、対策指導で
収益を上げるのは、道義的な責任が問われないのでしょうか。
 ⾼校を試験会場には使わないと明⾔していたのに、最近になって⽅針を変えた⺠間事業者
もあります。受験⽣が通う⾼校を会場にして、その⾼校の先⽣たちが試験監督をすることに
問題はないのでしょうか。
 最後に、根本的な問題があります。⾼校は⼤学⼊試を無視できないので、⾼校英語教育は
⺠間試験対策に変質します。授業をつぶして模擬試験を受けさせる⾼校もすでに出ていま
す。⺠間試験は学習指導要領に従うことを義務付けられてはいないのですから、⺠間試験対
策に追われることは公教育の破綻につながります。かつては、受験勉強が⾼校教育をゆがめ
ていると批判されましたが、⺠間試験対策が⾼校教育をゆがめることになります。

 「英語を話せるようにしたい」という願いは理解できます。でも、「話す」ことは、状況
や相⼿によって違ってきます。⽂化的な要素も影響します。「話すこと」は複雑なので、正
確に測るのは極めて難しいのです。⾼校までの基礎⼒を⼟台に、⼤学⼊学後に時間をかけて
指導する⽅が効果は上がります。
 そもそも「スピーキング・テスト」では、「話す⼒」の何を測るのでしょうか。⽂法の正
確さを測るのか、発⾳の良し悪しをみるのか、ともかくよどみなくしゃべれば良いのか、採
点基準によって点数は違ってきますし、採点者によって評価はばらつきます。それを避ける
ために「採点しやすさ」を目指す出題にすると、本来のコミュニケーション能⼒を評価する
ことにはなりません。「話す⼒」を⼊学選抜に使うのは無理があると分かります。
 センター⼊試は「２つの技能しか測っていない」からダメだとされましたが、実際は、学
習指導要領に準拠して、コミュニケーションという視点から、かなり⼯夫を凝らして、「総
合的」な英語⼒を測定していました。「４技能」は別々に測定する必要はなく、互いに関連
しているので、総合的に考えるべきものです。
 受験⽣を犠牲にすることなく、公正・公平な選抜試験を実施するにはどうしたら良いの
か、⼤学⼊試は何をどう測るべきなのか、そもそも「コミュニケーション能⼒」とは何か、
などを教育的観点に⽴ち返って議論できたらと願っています。
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